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【手続補正書】
【提出日】平成29年3月27日(2017.3.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　免許不要専用スペクトルを使用するときのアクセスタイミングパラメータを適応させる
方法であって、
　マルチモードデバイスの少なくとも１つのアクセスタイミングパラメータを識別するこ
と、前記少なくとも１つのアクセスタイミングパラメータは、前記免許不要専用スペクト
ルの外側で前記マルチモードデバイスの動作のために前記マルチモードデバイスによって
使用される、と、
　前記マルチモードデバイスの前記少なくとも１つのアクセスタイミングパラメータの期
間を適応させること、前記適応された少なくとも１つのアクセスタイミングパラメータは
、前記免許不要専用スペクトル内で前記マルチモードデバイスの動作のために前記マルチ
モードデバイスによって使用され、ここにおいて、前記少なくとも１つのアクセスタイミ
ングパラメータの前記適応された期間は、前記免許不要専用スペクトルが割り当てられる
デバイスの送信に、前記マルチモードデバイスを介して優先権を提供する、と、
　前記免許不要専用スペクトルが割り当てられるデバイスの送信に前記優先権を提供する
前記少なくとも１つの前記アクセスタイミングパラメータの前記適応された期間に少なく
とも部分的に基づいて、前記免許不要専用スペクトルの少なくとも一部分にアクセスする
ことと
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記マルチモードデバイスの少なくとも１つのアクセスタイミングパラメータの前記期
間を適応させることは、
　前記免許不要専用スペクトルが割り当てられるデバイスによって使用されるショートイ
ンターフレームスペーシング（ＳＩＦＳ）の期間よりも長くなるようにＳＩＦＳの期間を
増加させることを備える、
　請求項１に記載の方法。
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【請求項３】
　前記マルチモードデバイスの少なくとも１つのアクセスタイミングパラメータの前記期
間を適応させることは、
　前記免許不要専用スペクトルが割り当てられるデバイスのアクセスタイミングのために
使用されるスロット時間よりも長くなるようにアクセスタイミングのために使用されるス
ロット時間を増加させることを備え、前記増加したスロット時間は、分散協調機能（ＤＣ
Ｆ）インターフレームスペーシング（ＤＩＦＳ）の増加した期間、拡張インターフレーム
スペーシング（ＥＩＦＳ）の増加した期間、およびアービトレーションインターフレーム
スペーシング（ＡＩＦＳ）の増加した期間を計算するために使用される、
　請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記マルチモードデバイスの少なくとも１つのアクセスタイミングパラメータの前記期
間を適応させることは、
　前記マルチモードデバイスによって使用されるバックオフタイマを適応させることを備
える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記免許不要専用スペクトル内の免許不要専用スペクトル送信のアクティビティレベル
を決定することと、
　免許不要専用スペクトル送信の前記決定されたアクティビティレベルに少なくとも部分
的に基づいて、前記マルチモードデバイスの送信のために前記免許不要専用スペクトルを
使用するかどうかを決定することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記免許不要専用スペクトルを使用すると決定すると、前記マルチモードデバイスの前
記少なくとも１つのアクセスタイミングパラメータの前記期間を前記適応させることは、
免許不要専用送信の前記決定されたアクティビティレベルに少なくとも部分的に基づく、
　請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　免許不要専用スペクトル送信の第１のアクティビティレベルを備える第１の時間期間を
識別することと、
　免許不要専用スペクトル送信の第２のアクティビティレベルを備える第２の時間期間を
識別すること、前記第２のアクティビティレベルは、前記第１のアクティビティレベルと
異なる、と、
　前記第１の時間期間の間の第１の適応に従って前記少なくとも１つのアクセスタイミン
グパラメータを適応させることと、
　前記第２の時間期間の間の第２の適応に従って前記少なくとも１つのアクセスタイミン
グパラメータを適応させること、前記第２の適応は、前記第１の適応と異なる、と
　をさらに備える、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記免許不要専用スペクトル内のアクティビティレベルを送信することをさらに備える
、
　請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記マルチモードデバイスの少なくとも１つのアクセスタイミングパラメータの前記期
間に適用する前記適応を示すアクセスポイント（ＡＰ）から命令を受信することをさらに
備え、前記命令は、前記免許不要専用スペクトル内のアクティビティレベルに少なくとも
部分的に基づく、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
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　前記マルチモードデバイスの前記少なくとも１つのアクセスタイミングパラメータの前
記期間をさらに適応させることをさらに備え、前記さらに適応された少なくとも１つのア
クセスタイミングパラメータは、前記免許不要専用スペクトルの外側で前記マルチモード
デバイスの動作のために、前記マルチモードデバイスによって使用される、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　免許不要専用スペクトルを使用するときのアクセスタイミングパラメータを適応させる
ための装置であって、
　マルチモードデバイスの少なくとも１つのアクセスタイミングパラメータを識別するた
めの手段、前記少なくとも１つのアクセスタイミングパラメータは、前記免許不要専用ス
ペクトルの外側で前記マルチモードデバイスの動作のために前記マルチモードデバイスに
よって使用される、と、
　前記マルチモードデバイスの前記少なくとも１つのアクセスタイミングパラメータの期
間を適応させるための手段、前記適応された少なくとも１つのアクセスタイミングパラメ
ータは、前記免許不要専用スペクトル内で前記マルチモードデバイスの動作のために前記
マルチモードデバイスによって使用され、ここにおいて、前記少なくとも１つのアクセス
タイミングパラメータの前記適応された期間は、前記免許不要専用スペクトルが割り当て
られるデバイスの送信に、前記マルチモードデバイスを介して優先権を提供する、と、
　前記免許不要専用スペクトルが割り当てられるデバイスの送信に前記優先権を提供する
前記少なくとも１つの前記アクセスタイミングパラメータの前記適応された期間に少なく
とも部分的に基づいて、前記免許不要専用スペクトルの少なくとも一部分にアクセスする
ための手段と
　を備える、装置。
【請求項１２】
　前記マルチモードデバイスの少なくとも１つのアクセスタイミングパラメータの前記期
間を適応させるための前記手段は、
　前記免許不要専用スペクトルが割り当てられるデバイスによって使用されるショートイ
ンターフレームスペーシング（ＳＩＦＳ）の期間よりも長くなるようにＳＩＦＳの期間を
増加させるための手段を備える、
　請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記マルチモードデバイスの少なくとも１つのアクセスタイミングパラメータの前記期
間を適応させるための前記手段は、
　前記免許不要専用スペクトルが割り当てられるデバイスのアクセスタイミングのために
使用されるスロット時間よりも長くなるようにアクセスタイミングのために使用されるス
ロット時間を増加させるための手段を備え、前記増加したスロット時間は、分散協調機能
（ＤＣＦ）インターフレームスペーシング（ＤＩＦＳ）の増加した期間、拡張インターフ
レームスペーシング（ＥＩＦＳ）の増加した期間、およびアービトレーションインターフ
レームスペーシング（ＡＩＦＳ）の増加した期間を計算するために使用される、
　請求項１１に記載の装置。
【請求項１４】
　前記マルチモードデバイスの少なくとも１つのアクセスタイミングパラメータの前記期
間を適応させるための前記手段は、
　前記マルチモードデバイスによって使用されるバックオフタイマを適応させるための手
段を備える、
　請求項１１に記載の装置。
【請求項１５】
　前記免許不要専用スペクトル内の免許不要専用スペクトル送信のアクティビティレベル
を決定するための手段と、
　免許不要専用スペクトル送信の前記決定されたアクティビティレベルに少なくとも部分
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的に基づいて、前記マルチモードデバイスの送信のために前記免許不要専用スペクトルを
使用するかどうかを決定するための手段と
　をさらに備える、請求項１１に記載の装置。
【請求項１６】
　前記マルチモードデバイスの前記少なくとも１つのアクセスタイミングパラメータの前
記期間を適応させるための前記手段は、免許不要専用送信の前記決定されたアクティビテ
ィレベルに少なくとも部分的に基づいて、前記期間を適応させるための前記手段を含む、
　請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　免許不要専用スペクトル送信の第１のアクティビティレベルを備える第１の時間期間を
識別するための手段と、
　免許不要専用スペクトル送信の第２のアクティビティレベルを備える第２の時間期間を
識別するための手段、前記第２のアクティビティレベルは、前記第１のアクティビティレ
ベルと異なる、と、
　前記第１の時間期間の間の第１の適応に従って前記少なくとも１つのアクセスタイミン
グパラメータを適応させるための手段と、
　前記第２の時間期間の間の第２の適応に従って前記少なくとも１つのアクセスタイミン
グパラメータを適応させるための手段、前記第２の適応は、前記第１の適応と異なる、と
　をさらに備える、請求項１５に記載の装置。
【請求項１８】
　前記免許不要専用スペクトル内のアクティビティレベルを送信するための手段をさらに
備える、
　請求項１１に記載の装置。
【請求項１９】
　前記マルチモードデバイスの前記少なくとも１つのアクセスタイミングパラメータに適
用する前記適応を示すアクセスポイント（ＡＰ）から命令を受信するための手段をさらに
備え、前記命令は、前記免許不要専用スペクトル内のアクティビティレベルに少なくとも
部分的に基づく、
　請求項１１に記載の装置。
【請求項２０】
　前記マルチモードデバイスの前記少なくとも１つのアクセスタイミングパラメータの前
記期間をさらに適応させるための手段をさらに備え、前記さらに適応された少なくとも１
つのアクセスタイミングパラメータは、前記免許不要専用スペクトルの外側で前記マルチ
モードデバイスの動作のために、前記マルチモードデバイスによって使用される、
　請求項１１に記載の装置。
【請求項２１】
　免許不要専用スペクトルを使用するときのアクセスタイミングパラメータを適応させる
ように構成されたマルチモードデバイスであって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信するメモリと、
　前記メモリに記憶されている命令と
　を備え、前記命令は、
　　マルチモードデバイスの少なくとも１つのアクセスタイミングパラメータを識別する
こと、前記少なくとも１つのアクセスタイミングパラメータは、前記免許不要専用スペク
トルの外側で前記マルチモードデバイスの動作のために前記マルチモードデバイスによっ
て使用される、と、
　　前記マルチモードデバイスの前記少なくとも１つのアクセスタイミングパラメータの
期間を適応させること、前記適応された少なくとも１つのアクセスタイミングパラメータ
は、前記免許不要専用スペクトル内で前記マルチモードデバイスの動作のために前記マル
チモードデバイスによって使用され、ここにおいて、前記少なくとも１つのアクセスタイ
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ミングパラメータの前記適応された期間は、前記免許不要専用スペクトルが割り当てられ
るデバイスの送信に、前記マルチモードデバイスを介して優先権を提供する、と、
　　前記免許不要専用スペクトルが割り当てられるデバイスの送信に前記優先権を提供す
る前記少なくとも１つの前記アクセスタイミングパラメータの前記適応された期間に少な
くとも部分的に基づいて、前記免許不要専用スペクトルの少なくとも一部分にアクセスす
ることと
　を前記プロセッサによって実行可能である、マルチモードデバイス。
【請求項２２】
　前記マルチモードデバイスの少なくとも１つのアクセスタイミングパラメータの前記期
間を適応させる前記命令は、
　前記免許不要専用スペクトルが割り当てられるデバイスによって使用されるショートイ
ンターフレームスペーシング（ＳＩＦＳ）の期間よりも長くなるようにＳＩＦＳの期間を
増加させることを前記プロセッサによって実行可能である、
　請求項２１に記載のマルチモードデバイス。
【請求項２３】
　前記マルチモードデバイスの少なくとも１つのアクセスタイミングパラメータの前記期
間を適応させる前記命令は、
　前記免許不要専用スペクトルが割り当てられるデバイスのアクセスタイミングのために
使用されるスロット時間よりも長くなるようにアクセスタイミングのために使用されるス
ロット時間を増加させることを前記プロセッサによって実行可能であり、前記増加したス
ロット時間は、分散協調機能（ＤＣＦ）インターフレームスペーシング（ＤＩＦＳ）の増
加した期間、拡張インターフレームスペーシング（ＥＩＦＳ）の増加した期間、およびア
ービトレーションインターフレームスペーシング（ＡＩＦＳ）の増加した期間を計算する
ために使用される、
　請求項２１に記載のマルチモードデバイス。
【請求項２４】
　前記マルチモードデバイスの少なくとも１つのアクセスタイミングパラメータの前記期
間を適応させる前記命令は、
　前記マルチモードデバイスによって使用されるバックオフタイマを適応させることを前
記プロセッサによって実行可能である、
　請求項２１に記載のマルチモードデバイス。
【請求項２５】
　前記命令は、
　前記免許不要専用スペクトル内の免許不要専用スペクトル送信のアクティビティレベル
を決定することと、
　免許不要専用スペクトル送信の前記決定されたアクティビティレベルに少なくとも部分
的に基づいて、前記マルチモードデバイスの送信のために前記免許不要専用スペクトルを
使用するかどうかを決定することと
　を前記プロセッサによってさらに実行可能である、請求項２１に記載のマルチモードデ
バイス。
【請求項２６】
　前記マルチモードデバイスの前記少なくとも１つのアクセスタイミングパラメータの前
記期間を適応させる前記命令は、
　免許不要専用送信の前記決定されたアクティビティレベルに少なくとも部分的に基づい
て、前記マルチモードデバイスの前記少なくとも１つのアクセスタイミングパラメータの
前記期間を適応させることを前記プロセッサによってさらに実行可能である、
　請求項２５に記載のマルチモードデバイス。
【請求項２７】
　前記命令は、
　免許不要専用スペクトル送信の第１のアクティビティレベルを備える第１の時間期間を
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識別することと、
　免許不要専用スペクトル送信の第２のアクティビティレベルを備える第２の時間期間を
識別すること、前記第２のアクティビティレベルは、前記第１のアクティビティレベルと
異なる、と、
　前記第１の時間期間の間の第１の適応に従って前記少なくとも１つのアクセスタイミン
グパラメータを適応させることと、
　前記第２の時間期間の間の第２の適応に従って前記少なくとも１つのアクセスタイミン
グパラメータを適応させること、前記第２の適応は、前記第１の適応と異なる、と
　を前記プロセッサによってさらに実行可能である、
　請求項２５に記載のマルチモードデバイス。
【請求項２８】
　前記命令は、
　前記免許不要専用スペクトル内のアクティビティレベルを送信することを前記プロセッ
サによってさらに実行可能である、
　請求項２１に記載のマルチモードデバイス。
【請求項２９】
　前記命令は、
　前記マルチモードデバイスの少なくとも１つのアクセスタイミングパラメータの前記期
間に適用する前記適応を示すアクセスポイント（ＡＰ）から命令を受信することを前記プ
ロセッサによってさらに実行可能であり、前記命令は、前記免許不要専用スペクトル内の
アクティビティレベルに少なくとも部分的に基づく、
　請求項２１に記載のマルチモードデバイス。
【請求項３０】
　前記命令は、
　前記マルチモードデバイスの前記少なくとも１つのアクセスタイミングパラメータの前
記期間をさらに適応させることを前記プロセッサによってさらに実行可能であり、前記さ
らに適応された少なくとも１つのアクセスタイミングパラメータは、前記免許不要専用ス
ペクトルの外側で前記マルチモードデバイスの動作のために、前記マルチモードデバイス
によって使用される、
　請求項２１に記載のマルチモードデバイス。
【請求項３１】
　免許不要専用スペクトルを使用するときのアクセスタイミングパラメータを適応させる
非一時的コンピュータ可読媒体であって、前記非一時的コンピュータ可読媒体は、
　マルチモードデバイスの少なくとも１つのアクセスタイミングパラメータを識別するこ
と、前記少なくとも１つのアクセスタイミングパラメータは、前記免許不要専用スペクト
ルの外側で前記マルチモードデバイスの動作のために前記マルチモードデバイスによって
使用される、と、
　前記マルチモードデバイスの前記少なくとも１つのアクセスタイミングパラメータの期
間を適応させること、前記適応された少なくとも１つのアクセスタイミングパラメータは
、前記免許不要専用スペクトル内で前記マルチモードデバイスの動作のために前記マルチ
モードデバイスによって使用され、ここにおいて、前記少なくとも１つのアクセスタイミ
ングパラメータの前記適応された期間は、前記免許不要専用スペクトルが割り当てられる
デバイスの送信に、前記マルチモードデバイスを介して優先権を提供する、と、
　前記免許不要専用スペクトルが割り当てられるデバイスの送信に前記優先権を提供する
前記少なくとも１つの前記アクセスタイミングパラメータの前記適応された期間に少なく
とも部分的に基づいて、前記免許不要専用スペクトルの少なくとも一部分にアクセスする
ことと
　をプロセッサによって実行可能である命令を記憶する、非一時的コンピュータ可読媒体
。
【請求項３２】
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　前記マルチモードデバイスの少なくとも１つのアクセスタイミングパラメータの前記期
間を適応させる前記命令は、
　前記免許不要専用スペクトルが割り当てられるデバイスによって使用されるショートイ
ンターフレームスペーシング（ＳＩＦＳ）の期間よりも長くなるようにＳＩＦＳの期間を
増加させることを前記プロセッサによって実行可能である、
　請求項３１に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項３３】
　　前記マルチモードデバイスの少なくとも１つのアクセスタイミングパラメータの前記
期間を適応させる前記命令は、
　前記免許不要専用スペクトルが割り当てられるデバイスのアクセスタイミングのために
使用されるスロット時間よりも長くなるようにアクセスタイミングのために使用されるス
ロット時間を増加させることを前記プロセッサによって実行可能であり、前記増加したス
ロット時間は、分散協調機能（ＤＣＦ）インターフレームスペーシング（ＤＩＦＳ）の増
加した期間、拡張インターフレームスペーシング（ＥＩＦＳ）の増加した期間、およびア
ービトレーションインターフレームスペーシング（ＡＩＦＳ）の増加した期間を計算する
ために使用される、
　請求項３１に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項３４】
　前記マルチモードデバイスの少なくとも１つのアクセスタイミングパラメータの前記期
間を適応させる前記命令は、
　前記マルチモードデバイスによって使用されるバックオフタイマを適応させることを前
記プロセッサによって実行可能である、
　請求項３１に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項３５】
　前記命令は、
　前記免許不要専用スペクトル内の免許不要専用スペクトル送信のアクティビティレベル
を決定することと、
　免許不要専用スペクトル送信の前記決定されたアクティビティレベルに少なくとも部分
的に基づいて、前記マルチモードデバイスの送信のために前記免許不要専用スペクトルを
使用するかどうかを決定することと
　を前記プロセッサによってさらに実行可能である、請求項３１に記載の非一時的コンピ
ュータ可読媒体。
【請求項３６】
　前記マルチモードデバイスの前記少なくとも１つのアクセスタイミングパラメータの前
記期間を適応させる前記命令は、
　免許不要専用送信の前記決定されたアクティビティレベルに少なくとも部分的に基づい
て、前記マルチモードデバイスの前記少なくとも１つのアクセスタイミングパラメータの
前記期間を適応させることを前記プロセッサによってさらに実行可能である、
　請求項２５に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項３７】
　前記命令は、
　免許不要専用スペクトル送信の第１のアクティビティレベルを備える第１の時間期間を
識別することと、
　免許不要専用スペクトル送信の第２のアクティビティレベルを備える第２の時間期間を
識別すること、前記第２のアクティビティレベルは、前記第１のアクティビティレベルと
異なる、と、
　前記第１の時間期間の間の第１の適応に従って前記少なくとも１つのアクセスタイミン
グパラメータを適応させることと、
　前記第２の時間期間の間の第２の適応に従って前記少なくとも１つのアクセスタイミン
グパラメータを適応させること、前記第２の適応は、前記第１の適応と異なる、と
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　を前記プロセッサによってさらに実行可能である、請求項２５に記載のコンピュータプ
ログラム製品。
【請求項３８】
　前記命令は、
　前記免許不要専用スペクトル内のアクティビティレベルを送信することを前記プロセッ
サによってさらに実行可能である、
　請求項３１に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項３９】
　前記命令は、
　前記マルチモードデバイスの少なくとも１つのアクセスタイミングパラメータの前記期
間に適用する前記適応を示すアクセスポイント（ＡＰ）から命令を受信することを前記プ
ロセッサによってさらに実行可能であり、前記命令は、前記免許不要専用スペクトル内の
アクティビティレベルに少なくとも部分的に基づく、
　請求項３１に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項４０】
　前記命令は、
　前記マルチモードデバイスの前記少なくとも１つのアクセスタイミングパラメータの前
記期間をさらに適応させることを前記プロセッサによってさらに実行可能であり、前記さ
らに適応された少なくとも１つのアクセスタイミングパラメータは、前記免許不要専用ス
ペクトルの外側で前記マルチモードデバイスの動作のために、前記マルチモードデバイス
によって使用される、
　請求項３１に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
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